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入札参加資格登録業者 様 

（工事・工事関係委託に登録のある業者 様宛） 

会津若松市長 室井 照平  

   （公 印 省 略） 

 

工事及び工事関係委託に係る最低制限価格への無作為（ランダム）係数の 

導入について（通知） 

 工事、測量業務及び設計業務委託の入札における最低制限価格について、更なる透明

性の向上を図るため、電子入札システム内で無作為に生成される数値（以下「ランダム

係数」という。）を乗じて最低制限価格を決定することといたしますので、下記のとお

りお知らせいたします。 

記 

１ 最低制限価格の算定式 

  最低制限価格 ＝ 最低制限価格算定基礎額（※１） × ランダム係数（※２） 

※１ 最低制限価格算定基礎額とは 

   国の低入札価格調査基準に準じ算定する額（別記のとおり。） 

※２ ランダム係数とは 

     電子入札システムにより、1.0000～1.0100 の範囲内で無作為に生成される

数値。 

 

２ 決定時期 

  開札時に電子入札システム内で決定。 

 

３ 対象案件 

  電子入札により制限付一般競争競争入札に付す案件で、最低制限価格制度を適用し

ている以下の案件 

 ⑴ 予定価格が 130 万円を超える工事 

 ⑵ 予定価格が 50 万円を超える測量及び設計業務委託 

  ※ 低入札価格調査制度を適用する総合評価方式の対象工事は除く。 

 

４ 適用日 

  令和元年７月１日以降に入札公告を行う入札から実施。 

（事務担当：契約検査課入札契約グループ 電話 0242-39-1217）  



別記 

 

最低制限価格算定基礎額の算定 

 

種別 算定式 設定範囲 

工事 

・直接工事費×0.97 

・共通仮設費×0.90 

・現場管理費×0.90 

・一般管理費等×0.55 

予定価格の 0.75 から 

0.92÷1.0100 まで 

の範囲で設定 

測量業務 

・直接測量費×1.00 

・測量調査費×1.00 

・諸経費×0.48 

予定価格の 0.6 から 

0.82÷1.0100 まで 

の範囲で設定 

土木設計業務 

・直接人件費×1.00 

・直接経費×1.00 

・その他原価×0.90 

・一般管理費等×0.48 

予定価格の 0.6 から 

0.7901÷1.0100 まで 

の範囲で設定 

建築設計業務 

・直接人件費×1.00 

・特別経費×1.00 

・技術料等経費×0.60 

・諸経費×0.60 

予定価格の 0.6 から 

0.7901÷1.0100 まで 

の範囲で設定 

地質調査業務 

（測量業務、建築設計

業務及び土木設計

業務に当該業務が

含まれる場合の算

定に適用） 

・直接調査費×1.00 

・間接調査費×0.90 

・解析等調査業務費×0.80 

・諸経費×0.48 

予定価格の 0.6 から 

0.7901÷1.0100 まで 

の範囲で設定 

 

  



【参考】最低制限価格の決定プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 応札締切 

⑤ 最低制限価格決定 

⑥ 開札 

資格審査 

落札決定 

② 最低制限価格算定基礎額の算定 

③ ランダム係数決定 

④ 最低制限価格算定 

入札公告 

開
札
日 

入
札
期
間 

（電子入札システム内で自動計算） 


